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平
成
27
年
第
３
回
定
例
会　

開
催

　

会
期
は
９
月
10
日
か
ら
17

日
ま
で
の
８
日
間
。

　

初
日
は
６
月
議
会
に
引
き

続
き
夜
間
議
会
で
、
30
人
を

超
え
る
方
に
傍
聴
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
人
の
議

員
が
登
壇
。

そ
れ
ぞ
れ
「
漁
業
者
の
所
得

向
上
対
策
に
つ
い
て
」、「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
の
登

録
に
向
け
た
取
り
組
み
と
観

光
に
対
す
る
町
の
基
本
姿
勢

に
つ
い
て
」、「
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
」
町
長
に
対
し
質

問
し
ま
し
た
。

(

記
事
は
、
13
頁)

　

議
案
は
、
平
成
26
年
度
の

決
算
認
定
、
規
則
の
一
部
改

正
案
が
２
件
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
条
例
の
制
定
１

件
、
報
告
３
件
、
平
成
27
年

度
補
正
予
算
案
４
件
、
選
任

同
意
１
件
、
そ
の
他
１
件
。

　

さ
ら
に
任
命
同
意
１
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
決

１
件
追
加
上
程
さ
れ
ま
し

た
。

　

審
議
で
は
、
特
に
平
成
26

年
度
小
値
賀
町
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
質

疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
歳
入
歳
出
決
算

を
審
査
し
て
認
定
に
関
す
る

議
決
を
行
い
ま
す
。

審
査
は
、
一
般
会
計
と
７
つ

の
特
別
会
計(

国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
・
介
護
保
険
事
業
・
渡

船
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
・

下
水
道
事
業
・
国
民
健
康
保

険
診
療
所)

に
お
い
て
、
税

金
の
使
い
方
を
決
め
る
予
算

と
そ
の
使
わ
れ
た
結
果
を
予

算
に
照
ら
し
て
検
討
し
、
こ

れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
の
改

善
に
役
立
て
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
収
入

確
保
の
努
力
が
十
分
に
な
さ

れ
、
そ
の
実
績
が
あ
が
っ
て

い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

　

歳
出
は
、
支
出
が
歳
出
予

算
の
目
的
ど
お
り
に
適
正
に

な
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
十
分

達
成
さ
れ
た
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

　

流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
町

長
は
、
決
算
の
内
容
を
検
討

し
た
上
で
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
ま
す
。

　

監
査
委
員
は
、
詳
細
に
審

査
を
行
い
、
審
査
意
見
書
を

町
長
に
提
出
し
ま
す
。

　

町
長
は
、
そ
の
意
見
書
を

添
え
て
主
要
施
策
の
成
果
報

告
書
と
と
も
に
議
会
に
提
出

し
ま
す
。

　

議
会
は
、
各
決
算
書
、
財

産
に
関
す
る
調
書
、
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
お
よ
び
主

平成 26 年度決算認定を特別委員会に付託して集中審議

多
く
の
傍
聴
者
が
集
ま
り
、
張
り
詰
め
た
空
気
の
中
に

　

９
月
定
例
会
が
始
ま
る

要
施
策
の
成
果
報
告
書
に
基

づ
き
決
算
を
認
定
す
る
か
否

か
の
判
断
を
し
ま
す
。

　

詳
し
く
審
査
す
る
た
め
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
。

　

同
委
員
会
で
は
議
長
と
議

員
選
出
監
査
委
員
を
除
く
６

名
が
、
町
長
以
下
そ
れ
ぞ
れ

の
執
行
部
と
２
日
間
か
け
て

質
疑
を
重
ね
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
賛
成
全
員
に
よ

り
認
定
し
ま
し
た
。

(

記
事
は
、
4
頁)

　

本
年
10
月
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度(

社
会
保
障
・
税

番
号
制
度)

が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る

「
小
値
賀
町
手
数
料
徴
収
条

例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
を
可
決
、
通
知
カ
ー
ド

の
再
交
付
の
金
額
等
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、「
小
値
賀
町
特

定
個
人
情
報
保
護
条
例
」

(

案)

も
全
員
一
致
で
可
決

し
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

記
事
は
、
7
頁)

　

報
告
は
、
平
成
26
年
度
決

算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
、
小
値

賀
交
通
株
式
会
社
の
経
営
状
況

及
び
一
般
財
団
法
人
小
値
賀
町

担
い
手
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
の
３
件
で
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
補
正
予
算
の

審
議
で
は
、
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
及
び
下

水
道
事
業
特
別
会
計
の
補
正
額

が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

(

記
事
は
、
8
頁)

９月定例会

議
案
提
出
の
流
れ
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一般会計　歳入合計　　31 億 7983 万 8798 円
　　　　　歳出合計　　31 億 1997 万 8571 円

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
を
去
る

9
月
11
日
と
14
日
の
2
日
間
、

決
算
特
別
委
員
会
（
土
川
重

佳
委
員
長
）
に
お
い
て
審
議

し
、
17
日
の
本
会
議
に
お
い

て
全
員
一
致
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
民

税
や
固
定
資
産
税
の
増
加
に

よ
り
２
０
０
万
程
度
増
加
、

地
方
交
付
税
が
２
１
０
０
万

円
程
度
減
少
し
ま
し
た
が
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
が

増
加
し
た
た
め
、
平
成
25
年

度
対
比
3
億
３
１
８
９
万
円

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
に
お
い
て
、
昨

年
度
よ
り
９
万
５
３
５
３
円

増
加
し
て
お
り
、
歳
入
総
額

に
占
め
る
割
合
は
15
．
４
％

と
1.6
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
り
ま

し
た
。

　　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費

の
中
で
町
の
借
金
で
あ
る
公

債
費
が
３
０
０
６
万
４
０
０

０
円
減
少
し
た
も
の
の
人
件

費
等
が
増
額
と
な
っ
た
た
め

２
１
１
３
万
２
０
０
０
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
給
食
室
建
設
な
ど
の
建

設
事
業
費
が
伸
び
た
た
め
全

体
で
３
億
７
３
２
８
万
９
千

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
６
２
６

７
万
８
０
０
０
円
減
額
と
な

っ
た
も
の
の
歳
出
全
体
で
３

億
３
１
７
４
万
３
０
０
０
円

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
貯
蓄
で
あ
る
基
金
積

立
金
額
に
つ
い
て
は
24
億
７

８
８
２
万
６
３
１
１
円
と
な

り
１
億
５
３
１
１
万
８
０
０

０
円
程
度
増
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
の
財
源
を
判
断
す
る
健

全
化
判
断
比
率
は
大
幅
に
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
極
め

て
堅
調
な
運
営
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

歳
入

問　

固
定
資
産
税
の
収
入
未

済
額
の
主
な
原
因
は
？

答　

町
外
に
１
法
人
１
件

２
６
０
万
円
の
滞
納
者
が
お

り
、
滞
納
が
大
き
く
な
っ
た

事
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

問　

督
促
料
等
を
徴
収
し
て

い
る
が
町
民
の
反
応
は
？

答　

督
促
料
に
つ
い
て
も
未

納
す
る
人
も
発
生
し
て
い

る
。
厳
格
に
対
応
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
し
た
い
。

歳
出

問　

結
婚
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の

効
果
は
？

答　

性
格
診
断
・
会
話
術
・

お
し
ゃ
れ
の
仕
方
な
ど
を
講

師
を
呼
ん
で
指
導
し
、
女
性

と
話
す
機
会
を
設
け
た
が
結

婚
に
至
っ
て
は
い
な
い
。

問　

空
港
利
用
状
況
は
？

答　

自
衛
隊
機
や
急
患
搬
送

の
利
用
率
は
上
が
っ
た
が
臨

時
便
が
な
く
な
っ
た
の
が
大

き
く
、
全
体
的
に
減
少
し
て

い
る
。

問　

家
畜
導
入
事
業
で
補
助

金
を
出
し
て
い
る
が
増
頭
に

繋
が
っ
て
い
な
い
が
？

答　

後
継
者
を
育
て
る
シ
ス

テ
ム
で
後
継
者
に
対
す
る
補

助
金
を
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

決算認定

質
疑
の
あ
と
、
宮
崎
副
議
長
が
昨

年
と
の
比
較
や
予
算
執
行
率
・
経

常
経
費
の
比
率
な
ど
の
に
反
対
す

る
項
目
は
な
く
、
財
政
健
全
化
比

率
も
安
定
し
た
財
源
確
保
を
し
て

い
る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
他

の
討
論
者
も
な
く
全
員
一
致
で
平

成
26
年
度　

各
会
計
の
歳
入
・
歳

出
決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま
し
た
。

財源確保がなされており全員一致で認定

平成 26 年度

平成 26 年度一般会計歳出決算額 割合
議会費 59,538 千円 1.9％
総務費 594,957 千円 19.1％
民生費 473,495 千円 15.2％
衛生費 263,094 千円 8.4％
農林水産業費 625,850 千円 16.9％
商工費 94,960 千円 3.0％
土木費 232,862 千円 7.5％
消防費 75,937 千円 2.4％
教育費 457,671 千円 14.7％
災害復旧費 6,039 千円 0.2％
公債費 310,143 千円 9.9％
諸支出金 25,432 千円 0.8％

合計 3,119,978 千円 100％

３１億円の使い道を検証

白熱した質問が飛び交う

平成 26 年度一般会計歳入決算額 割合

自

主

財

源

町税 151,856 千円 4.8％
分担金及び負担金 1,153 千円 0.0％
使用料及び手数料 57,102 千円 1.8％
財産収入 10,015 千円 0.3％
寄附金 4,181 千円 0.1％
繰入金 37,463 千円 1.2％
繰越金 59,712 千円 1.9％
諸収入 167,308 千円 5.3％

依

存

財

源

地方譲与税 21,507 千円 0.7％
利子割交付金 258 千円 0.0％
地方消費税交付金 27,448 千円 0.9％
自動車取得税交付金 1,649 千円 0.1％
地方特例交付金 74 千円 0.0％
地方交付税 1,726,134 千円 54.3％
配当割交付金 830 千円 0.0％
株式譲渡所得割り交付金 461 千円 0.0％
国庫支出金 296,563 千円 9.3％
県支出金 281,209 千円 8.8％
町債 334,916 千円 10.5％

合計 3,179,839 千円 100％

歳入
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平成２６年度　特別会計決算

主
な
質
疑

国
民
健
康
保
険
事
業

問　

収
入
未
済
額
が
多
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
徴
収
方
法

の
検
討
は
？

答　

個
別
の
台
帳
を
整
備
し

て
納
税
相
談
し
て
い
る
。

問　

県
地
方
税
回
収
機
構
に

依
頼
す
る
予
定
は
？

答　

10
月
を
予
定
し
て
い
る
。

簡
易
水
道
事
業

問　

有
収
率
が
全
国
的
に
悪

い
と
思
う
が
？

答　

大
き
な
漏
水
箇
所
を
修

理
し
た
が
、
10
数
％
の
漏
水

を
止
め
る
の
は
難
し
い
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所

問　

診
療
収
入
が
減
少
し
て

い
る
が
？

答　

入
院
患
者

・
外
来
患
者

数
の
減
少
が
原
因
で
あ
る
。

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
？

答　

患
者
数
の
減
少
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
。

下
水
道
事
業

問　

下
水
道
施
設
の
長
寿
命

化
の
計
画
は
？

答　

台
帳
整
備
を
行
っ
て
長

寿
命
化
計
画
を
作
り
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

問　

保
険
料
の
軽
減
措
置
置

が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
保
険

料
が
上
が
る
の
で
は
？

答　

平
成
29
年
度
か
ら
軽
減

措
置
が
廃
止
の
予
定
で
あ

り
、
約
2
倍
・
3
倍
の
負
担

増
に
な
る
方
が
出
て
く
る
。

広
域
連
合
に
要
望
を
出
し
て

い
る
。

○
小
値
賀
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

　

▼
個
人
情
報
の
安
全
で
適
正
な
取
扱
い
、
個
人
の
権

利
と
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
で

す
。

○
小
値
賀
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
等

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。　

教育委員会・教育長の任命についての同意

人事案件

前
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
吉
元
勝

信
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
3
年
で
す
。

　

吉
元
氏
は
長
年
行
政
マ
ン
と
し
て
活
躍
し
、

常
に
真
面
目
で
誠
実
な
人
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。　

固定資産評価審査委員の選任についての同意

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し

て
、
中
村
和
雄
氏
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

　

引
続
き
町
内
の
固
定
資
産
課
税
等
に
関

す
る
不
服
審
査
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　今回の制定は、本年度中に実施されるマイナンバー制度に対して

個人情報などが流出しないよう条例を整備するものです。

私たちの生活に必要な条例の制定です。

項目 金額 前年度対比
歳入総額 ５億 6131 万 2555 円 7462 万円増
歳出総額 ５億 4754 万 3917 円 7181 万円増
単年度収支 280 万 9467 円黒字
一般会計からの繰入金　1951 万 8102 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 4688 万 4573 円 433 万円増
歳出総額 4656 万 2985 円 409 万円増
単年度収支 24 万 5170 円黒字
一般会計からの繰入金　2356 万円 3000 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 4 億 795 万 578 円 1374 万円減
歳出総額 3 億 8728 万 8296 円 1286 万円減
単年度収支 88 万 1259 円赤字
一般会計からの繰入金　1459 万 4000 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 8765 万 4814 円 4 万円増
歳出総額 8565 万 5940 円 218 万円増
単年度収支 214 万 652 円赤字
一般会計からの繰入金　2866 万円 2000 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 4 億 41 万 9712 円 1170 万円減
歳出総額 3 億 7362 万 8939 円 2209 万円減
単年度収支 1038 万 7808 円黒字
一般会計からの繰入金　5549 万 9000 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 6901 万 1944 円 1369 万円増
歳出総額 6701 万 7210 円 1372 万円増
単年度収支 2 万 6357 円赤字
一般会計からの繰入金　2543 万円 2000 円

項目 金額 前年度対比
歳入総額 1 億 9464 万 2152 円 2193 万円増
歳出総額 1 億 8791 万 4590 円 1829 万円増
単年度収支 363 万 9400 円黒字
一般会計からの繰入金 1 億 6525 万 9000 円

国民健康保険事業特別会計 後期高齢者医療事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計 簡易水道事業特別会計

介護保険事業特別会計 渡船事業特別会計

下水道事業特別会計

中村和雄氏

微力ですが、今ま

での経験を活かし

て、頑張ります。

吉元勝信氏

町が運営する７つの事業も安定した運営でした！

地方教育行政が大き

く変革する中で、一

生懸命頑張りたいと

思います。

よろしくお願いいた

します。
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一般会計補正予算（第２号）

歳入・歳出それぞれ 5720 万円を追加し、
　　　予算総額を 28 億 8960 万円にしました。

（主な歳入補正）

県支出金　　　381 万 7000 円　増額
町　　債        5217 万 9000 円　増額　

（主な歳出補正）

総務費　　　　　4527 万 6000 円　増額
民生費　　　　　  504 万 9000 円　増額
衛生費　　　　　  221 万 7000 円　増額
農林水産業費  　　218 万 8000 円　増額
教育費　　　 　　 155 万円　　　　増額

主な地方債補正
　（新規）

し尿収集車購入事業　　　　　　　　　　　690 万円
ミニトマト集出荷場整備事業費補助金　　　190 万円
自然公園総合整備事業負担金　　　　　　　180 万円
野崎島防火施設及び給水施設整備事業　　　280 万円

（変更補正）
臨時財政対策債　　　　　　　　　5000 万円を　　　　　8857 万 9000 円に増額
しま共通地域通貨基金積立金　　　  740 万円を　　　　　  710 万円に減額
部活動等対外遠征費補助金　　　　  210 万円を　　　　　　 260 万円に増額

　

今
回
の
歳
入
補
正
は
、
臨

時
財
政
対
策
債
な
ど
の
町
債

と
衛
生
費
県
補
助
金
な
ど
を

含
む
県
支
出
金
の
増
額
が
主

な
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務

管
理
費
、委
託
料
、中
間
サ
ー

バ
ー
接
続
シ
ス
テ
ム
構
築
業

務
委
託
料
１
０
０
０
万
円
。

　

こ
れ
は
、
来
年
実
施
さ
れ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対

応
す
る
た
め
、
他
の
自
治
体

と
の
接
続
す
る
た
め
。

　

ま
た
、
財
産
管
理
費
で
地

域
福
祉
振
興
基
金
積
立
金
の

約
３
４
０
０
万
円
が
主
な
も

の
で
す
。

特別会計補正予算

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

歳入・歳出それぞれ 382 万 8000 円を追加し
　　　予算総額を 5 億 5322 万 8000 円にしました。

（主な歳入補正）

県支出金　　　206 万円　増額

（主な歳出補正）

保健事業費　　229 万 9000 円　増額

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

歳入・歳出それぞれ 2936 万 1000 円を追加し、
　　　予算総額を 4 億 5936 万 1000 円にしました。

（主な歳入補正）

繰入金　　　　226 万円　増額
繰越金　　     2579 万円　増額

（主な歳出補正）

基金積立金　　　977 万 1000 円　増額
諸支出金　　　 1774 万 3000 円　増額

下水道事業特別会計補正予算（第１号）

歳入・歳出それぞれ 572 万 7000 円を追加し、
　　　予算総額を 1 億 7442 万 7000 円にしました。

（主な歳入補正）

繰越金　　   　 572 万 7000 円　増額

（主な歳出補正）

総務費　　 572 万 7000 円　増額

主な補正は、公共下水道の修繕料です。

主な補正は、今後増税が見込まれる保険料に対応するため基金に積立をします。

主な補正は、糖尿病対策として指導にあたる管理栄養士が県から派遣される
1 名分の報酬です。

世界遺産登録への整備事業やし尿収集車の更新などに
対し追加補正を原案可決しました。
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アルカス SASEBO 大ホールが満杯に

議会の今までの活動

小
値
賀
小
中
学
校
給
食
試
食
会
及
び

　
　
　
　
　

中
高
合
同
体
育
祭

学校給食が始まりました。私は誰でしょう

中学生の組体操

町
内
の
イ
ベ
ン
ト

空
港
で
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
訓
練

　
　

今
後
の
空
港
利
活
用
策
と
な
る
か

牛の塔祭　肉用牛共進会が開催されました。
小値賀を語るうえで欠くことのできない重要な
イベントであり、立石議長及び松屋産業建設常
任委員長は必ず出席しています。

様
々
な
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
育
成

を
願
っ
て
、
で
き
る
限
り
参

加
し
て
い
ま
す
。

西海国立公園指定６０周年
               記念式典

美味しい給食で元気いっぱい

　

９
月
19
日
、
佐
世
保
市
の

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
式
典

に
５
名
の
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

西
海
国
立
公
園
は
「
多
洋

性
多
島
海
景
観
」
を
特
色
と

す
る
国
立
公
園
で
、
昭
和
30

年
3
月
16
日
に
、
日
本
で
18

番
目
の
国
立
公
園
と
し
て
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
国
立
公
園
が

複
数
の
県
に
ま
た
が
っ
て
存

在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
全

て
が
長
崎
県
の
中
に
お
さ

ま
っ
て
い
る
の
も
大
き
な
特

徴
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
区

域
は
「
九
十
九
島
」「
平
戸
」

「
下
五
島
」そ
し
て「
上
五
島
・

西
海
・
小
値
賀
」
と
４
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

特
に
私
た
ち
の
小
値
賀
町

は
六
島
を
除
く
全
て
が
国
立

公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
小
値
賀
町

は
、
西
海
国
立
公
園
と
い
う

エ
リ
ア
に
居
住
し
、
国
が
認

定
す
る
重
要
文
化
的
景
観
に

も
指
定
を
受
け
、
更
に
来
年

は
世
界
遺
産
登
録
が
濃
厚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
と
し

て
佐
世
保
市
長
が
挨
拶
し
、

来
賓
代
表
と
し
て
福
山 

守

環
境
大
臣
政
務
官
、
長
崎
県

知
事　

中
村
法
道
知
事
が
挨

拶
し
、
次
に
、
こ
れ
ま
で
の

自
然
公
園
関
係
の
功
労
者
に

対
し
、
環
境
大
臣
賞
及
び
60

周
年
記
念
特
別
表
彰
の
授
与

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶

が
あ
り
、「
九
十
九
島
観
光

ガ
イ
ド
」
や
「
奇
岩
マ
ッ

プ
」
な
ど
配
布
し
て
自
然
の

魅
力
の
発
信
に
貢
献
し
て
受

賞
さ
れ
た
佐
世
保
市
の
水
口

良
照
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
挨
拶
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
の
演
奏
が

あ
り
、
特
に
佐
世
保
市
民
管

弦
楽
団
と
長
崎
県
合
唱
連
盟

佐
世
保
支
部
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
の
「
西
海
讃
歌
」

の
合
唱
は
と
て
も
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
、
80
周
年
、

１
０
０
周
年
と
未
来
に
継
承

す
べ
く
貢
献
し
た
い
も
の
で

す
。



一般質問

いっぱんしつもん

末永一朗議員
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【
問
】
末
永
議
員

　

今
は
、
獲
っ
た
魚
を
い
か
に

し
て
付
加
価
値
を
つ
け
て
高

く
売
る
か
の
時
代
だ
が
、
小

値
賀
で
は
魚
を
獲
っ
て
き
て

た
だ
漁
協
に
水
揚
げ
す
る
だ

け
で
、
副
業
と
し
て
加
工
し

て
販
売
す
る
等
の
努
力
を
あ

ま
り
し
な
い
漁
業
者
が
ほ
と

ん
ど
だ
。

　

魚
を
獲
っ
て
く
る
だ
け
の
漁

業
と
は
違
っ
た
工
夫
を
一
人

ひ
と
り
の
漁
業
者
が
す
る
よ

う
、
行
政
の
力
で
勧
め
て
も

ら
え
な
い
か
。

　

ま
た
、
魚
価
が
安
い
う
え

に
水
揚
げ
も
少
な
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
漁
協
の
存
続
も
厳

し
く
な
る
と
思
わ
れ
、
町
と

し
て
、
何
か
漁
業
者
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
る
対
策
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

【
答
】
西　

浩
三
町
長

　
　

漁
業
が
大
変
厳
し
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
魚
を
高
く
売
る

た
め
に
、
ま
ず
は
漁
業
者
個

人
で
考
え
、
動
い
て
ほ
し
い

の
で
す
が
、
小
値
賀
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
お
い

て
、
漁
業
者
が
意
欲
を
な
く

し
、
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
し

ま
う
と
漁
協
の
存
続
に
も
か

か
わ
り
ま
す
。

　　

官
民
挙
げ
て
の
水
産
業
再

生
に
向
け
た
水
産
庁
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
浜
の
応

援
団
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
も
こ
う
い
う
流
れ
に
乗
り

遅
れ
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ

け
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
支
援
策
と
し

て
、
魚
の
単
価
を
上
げ
る
た

め
に
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
な
る
ご
当
地
居
酒
屋
等
で

試
験
的
に
魚
を
提
供
、
販
売

し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
価
な
魚
を
加
工

し
て
販
売
す
る
た
め
、
公
設

民
営
の
加
工
場
を
次
年
度
以

降
に
建
設
し
ま
す
。

　

加
工
に
つ
い
て
は
、
現
在

小
値
賀
町
水
産
加
工
推
進
協

議
会
を
開
催
し
、
研
修
会
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ズ
、
ネ
リ
ゴ
、
ガ
ン
セ

キ
等
の
小
値
賀
ら
し
さ
を
活

か
し
て
加
工
す
る
方
法
や
、

カ
メ
ノ
テ
、
ク
ズ
マ
等
の
利

活
用
で
き
そ
う
な
水
産
物
の

選
定
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、経
費
節
減
の
た
め
、

町
独
自
の
燃
油
代
や
輸
送
コ

ス
ト
に
対
す
る
補
助
等
も
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

漁
業
者
の
所
得
向
上
へ
の
新
た
な
工
夫
を
促
す
方
策
は

良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
実
現
い
た
し
ま
す

　今回の一般質問も、6 月定例会に続いて夜間議会で開催されました。
約 30 名を超える数多くの傍聴者を迎えて、議会の華である一般質問に 3 名の議員が登
壇しました。
　末永議員は漁業者の所得向上のための新たな施策の必要性を訴えました。
　2 番目に今田議員が登壇し、旧野首教会とその周辺の世界遺産登録が野崎島の自然に
どのように影響されるか、具体的な問題点を質問しました。
　最後に横山議員が登壇して、現在問題になっている空き家について、景観を守るため
の街並みの保護対策や、ＵＩターン者の住居対策として活用できないかを質問しました。
　今回も 3 名の議員が登壇し、一般選挙後に登壇した議員は８名中、5 名となりました。
　一般質問は、町民の代表者である議員の役割を果たしているかという判断材料として
の重要な側面もありますので、今後とも多くの傍聴者の来訪をお願いします。

訂正とお詫び

　

前
回
７
月
発
行
の
議
会
だ

よ
り
92
号
掲
載
の
特
集
と
し

て　
「
子
ど
も
は
小
値
賀
の

宝
」
と
題
し
た
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
と
語
る
紙
面
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
４
頁
の
文

面
中
、
子
ど
も
園
の
保
育
料

金
に
つ
い
て
一
部
誤
解
が
あ

り
ま
し
た
。

　

保
育
料
金
に
つ
い
て
は
、

第
２
子
は
半
額
と
な
り
ま
す

の
で
改
め
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
紙
面
２
頁
中
、
３

つ
子
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
女

の
子
の
名
前
を
左
右
反
対
に
掲

載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

掲
載
に
は
十
分
検
討
し
て
お

り
ま
す
が
不
備
が
発
生
し
た
こ

と
に
対
し
深
く
お
詫
び
を
し
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

小
値
賀
町
議
会

　
　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

特
集
掲
載
に
つ
い
て

　

前
回
の
92
号
よ
り
特
集

と
し
て
好
評
中
の
連
載

「
若
い
お
母
さ
ん
と
語
ろ

う
」
は
、
次
回
の
議
会
だ

よ
り
94
号
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　

佐
世
保
か
ら
の
輸
送
コ
ス

ト
に
対
す
る
支
援
も
県
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
後
継
者
不
足
を
解

消
す
る
た
め
の
思
い
き
っ
た

振
興
策
や
子
育
て
支
援
策
を

小
値
賀
町
地
域
戦
略
会
議
で

考
え
て
い
た
だ
き
、
良
い
ア

イ
デ
ア
が
出
て
き
た
ら
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
集
会
等
に
も
足

を
運
び
、
漁
業
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
町
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　

町政に対し議員の思いを鋭く質問！

続々と傍聴者が議場へ！

様々な魚の加工品



【
問
】
横
山
議
員

　

小
値
賀
町
の
空
き
家
の
実

態
と
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

活
用
状
況
及
び
危
険
家
屋
が

増
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
国
選
定
の
重
要
文

化
的
景
観
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
も
空
き
家
の
管
理
の

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

更
に
、
こ
れ
ら
の
空
き
家

を
活
用
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
定
住
化
促
進
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

現
在
空
き
家
の
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
３
０
０
件

を
超
え
る
空
き
家
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
で
す

が
、
現
在
ま
で
6
件
の
登
録

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、

いっぱんしつもんいっぱんしつもん

横山弘蔵議員 今田光弘議員

小値賀町議会だより第 93 号（15） 小値賀町議会だより第 93 号（14）

【
問
】
今
田
議
員　
　
　
　

　

野
崎
島
の
旧
野
首
教
会
を

な
ぜ
世
界
遺
産
の
候
補
地
と

し
て
手
を
挙
げ
た
の
か
、
そ

の
理
由
及
び
現
時
点
で
の
進

捗
状
況
、
そ
し
て
今
後
発
生

す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
世
界
遺
産
保
護
条
約
の

趣
旨
に
つ
い
て

　

②
ト
イ
レ
の
改
修
や
増
設

の
必
要
性
に
つ
い
て

　

③
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
、
教

会
内
部
の
落
書
き
や
土
足
で

の
入
館
等
の
問
題
に
つ
い
て

　

④
今
後
予
想
さ
れ
る
外
国

人
観
光
客
の
マ
ナ
ー
に
対
す

る
対
策
の
必
要
性

　

⑤
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
係
留

問
題
。

　

⑥
舟
森
や
島
全
体
の
管
理

の
必
要
性

　

⑦
野
崎
港
か
ら
学
塾
村
へ

の
町
道
の
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
た
め
の
対
策

　

⑧
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の

不
足
等
へ
の
対
策

　

小
値
賀
ら
し
さ
、
小
値
賀

の
豊
か
さ
が
失
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
と
懸
念
さ
れ
る
が
、

基
本
的
な
考
え
方
に
対
す
る

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

昨
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
織
し
、
定
期
的

に
協
議
を
重
ね
、
イ
コ
モ
ス

の
現
地
調
査
の
た
め
の
協
議

や
現
地
調
査
の
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
重
で
重
要
な
文
化
財
と

し
て
恒
久
的
な
保
護
を
最
優

先
に
し
旧
野
首
教
会
の
補
修

や
野
首
集
落
の
保
全
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
、
神
官

屋
敷
と
待
合
所
は
別
に
し
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
基
本
姿
勢
は
？

ト
イ
レ
は
浄
化
槽
を
備
え
た

水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
マ
ナ
ー
対
策
は

入
島
税
や
、
マ
ナ
ー
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
等
の
作
成
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
崎
島
の
管
理
に

つ
い
て
現
在
野
崎
島
の
活
用

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
落
石
等

を
防
ぎ
野
崎
の
自
然
を
よ
り

一
層
満
喫
す
る
道
路
改
良
の

工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

施
設
管
理
の
問
題
は
、
島

全
体
に
な
り
ま
す
と
改
め
て

管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

観
光
事
業
へ
の
町
長
と
し

恒
久
的
な
保
護
を
最
優
先
に

て
の
ス
タ
ン
ス
で
す
が
、
ま

ず
第
1
次
産
業
の
町
で
あ

り
、共
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
町
に
住
み
続
け

た
い
と
い
う
要
望
に
答
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
ば
か
り
気
に

し
て
い
て
は
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
に
陥
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
の
問
題
、
宿
泊

施
設
の
不
足
な
ど
で
小
値
賀

を
素
通
り
す
る
懸
案
も
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
解
決
す

る
の
が
議
会
や
行
政
の
共
通

の
仕
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

周
辺
環
境
や
老
朽
化
や
家
賃

な
ど
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
手
を
加
え
な
い
と

入
居
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
を
推
進
し
な
が
ら
修
理
費

用
の
少
な
い
物
件
か
ら
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

危
険
家
屋
の
対
応
で
す

が
、
景
観
上
や
防
災
上
に
問

題
の
あ
る
家
屋
の
撤
去
や
改

修
で
き
る
制
度
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
空
き
家
家
屋
で

あ
っ
て
も
個
人
の
財
産
で
あ

り
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は

個
人
が
管
理
す
べ
き
と
考
え

ま
す
の
で
、
所
有
者
と
の
協

議
や
所
有
者
の
負
担
が
あ
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
場
合
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
様
々
な
補
助
制
度
を

作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

積
極
的
に
家
屋
の
解
体
や
修

理
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
中
で

歴
史
的
・
文
化
的
景
観
を
有

し
て
お
り
観
光
の
面
か
ら
も

街
並
保
存
の
必
要
性
を
感
じ

空
き
家
を
利
用
し
て
定
住
化
促
進
を

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
くて

い
ま
す
。

　

空
き
家
を
活
用
し
た
若
者

の
定
住
化
促
進
で
す
が
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
総
合

戦
略
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

を
受
け
入
れ
る
た
め
、
優
秀

な
空
き
家
に
つ
い
て
は
有
効

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
、
今
後
共
、
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

世界遺産を静かに待つ旧野首教会



　

日
本
列
島
を
襲
っ

た
自
然
災
害
に
よ
り

壊
滅
的
な
被
害
で
地

域
住
民
の
財
産
生
命

を
奪
っ
て
い
る
。

　

正
に
自
然
の
怖
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
住
む
小
値
賀
島

は
そ
の
時
発
生
し
た
台
風
の

動
き
だ
け
で
あ
る
が
、
油
断

は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。

　

こ
の
島
に
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
に
あ
り
が
と
う
と
言
い

た
い
。

　

そ
の
中
で
９
月
定
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

主
な
議
題
と
し
て
26
年
度

決
算
認
定
で
あ
る
。

　

委
員
会
審
議
に
し
て
も
議

員
の
数
が
減
少
し
た
が
、
白

熱
し
た
委
員
会
で
あ
っ
た
。

　

財
政
的
に
は
安
定
し
て
い

る
と
は
い
え
こ
れ
で
良
い
と

は
言
え
な
い
。

　

常
に
前
向
き
に
進
み　

人

の
後
を
あ
る
く
よ
り
自
分
自

身
で
考
え
て
い
こ
う
。

　

こ
の
島
の
自
然
が
語
り
継

ぐ
よ
う
に　

一
歩
前
へ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

土
川
重
佳
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○
７
月
７
日　

福
岡
県
春
日

市
議
会
議
員
が
来
島

　

２
人
の
市
議
会
議
員
が
、

来
島
さ
れ
、
議
会
版
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
の
経
緯

や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
な
ど

を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
町
の
議
会
改
革

の
動
き
に
つ
い
て
も
大
い
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
自
由
討
議
や
一

般
質
問
の
時
の
模
擬
公
聴
会

な
ど
に
興
味
を
持
た
れ
た
よ

う
で
す
。

○
７
月
８
～
９
日　

佐
々
町

議
会
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
が
来
島

　

議
長
と
６
人
の
編
集
委
員

の
方
々
が
来
島
さ
れ
、
議
会

だ
よ
り
の
編
集
方
針
や
編
集

作
業
の
手
順
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

定
例
会
終
了
後
、
２
週
間

以
内
に
発
行
す
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
性
を
重
ん
じ
る

我
々
の
方
針
と
編
集
日
程
に

は
、
い
さ
さ
か
驚
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
レ
イ
ア
ウ
ト
や

最
終
段
階
で
あ
る
版
下
原
稿

ま
で
一
貫
し
て
編
集
委
員
で

行
っ
て
い
る
こ
と
に
も
関
心

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
帰
り
に
な
っ
て
す
ぐ

に
、
我
々
が
使
用
し
て
い
る

編
集
用
ソ
フ
ト
購
入
を
決
め

た
そ
う
で
す
。

○
７
月
23
日　

長
野
県
小
諸

市
議
会
議
員
が
来
島

　

議
員
報
酬
特
例
条
例
に
つ

い
て
の
質
問
を
中
心
に
、
本

町
の
議
会
改
革
全
般
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

自
由
討
議
の
仕
組
み
な
ど

本
会
議
に
お
け
る
改
革
の
中

身
や
出
前
議
会
や
議
会
と
語

ろ
う
会
な
ど
の
町
民
と
の
距

離
を
縮
め
る
働
き
か
け
な
ど

に
興
味
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

○
７
月
30
日　

山
口
県
町
議

会
議
長
会
来
島

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
、
本

町
議
会
の
議
会
改
革
に
つ
い

て
を
中
心
に
し
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

山
口
県
は
平
成
の
市
町
村

合
併
に
よ
り
、
42
あ
っ
た
町

村
が
６
町
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
、
小
さ
な
自
治
体
で
も

小
値
賀
と
同
様
に
議
会
も
活

発
に
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を

伺
い
ま
し
た
。

○
９
月
２
日　

山
梨
県
議
会

総
務
委
員
会
が
来
島

　

離
島
の
地
域
振
興
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
を

テ
ー
マ
に
本
町
の
昨
今
の
方

針
や
具
体
的
政
策
に
つ
い
て

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
議
会
の
先
生
方
で
す
の

で
お
忙
し
く
、
駆
け
足
で
の

来
島
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た

が
、
わ
ざ
わ
ざ
西
の
端
の
離

島
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
大

変
、
恐
縮
で
し
た
。

議会への視察が急増
　　　　　本年に入って 5 自治体議会関係者が来島
　議会版総合計画や 50 歳以下の議員報酬増の条例、一連の議会改革に注目が・・・

　

昨
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
審
査
委
員
会
特
別
賞
受
賞
、
昨
今
の
地

方
自
治
関
連
書
物
な
ど
で
小
値
賀
町
議
会
の
議
会
改
革
内
容
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
り
、
議
員
報
酬
特
例
条
例
制
定
報
道
な
ど
に
よ
り
、
全
国
か
ら
注

目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、
面お
も
は映
ゆ
い
こ
と
で
す
が
、
本
町
議
会
へ
視
察

を
申
し
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

小
値
賀
町
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い
、
か
つ
具
体
的
な
経
済

活
動
に
結
び
付
け
る
た
め
に
も
頑
張
っ
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の

７
月
か
ら
５
団
体
が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。
食
事
代
や
宿
泊
代
な
ど
ち
ょ
っ

と
だ
け
小
値
賀
経
済
に
も
貢
献
で
す
。


